
瀬 戸 市 公 益 活 動 団 体 応 援 寄 附 金 制 度 に よ る 支 援 金 交  

付 要 綱  

 

（ 趣 旨 ）  

第 １ 条  こ の 要 綱 は 、ふ る さ と 納 税 制 度 及 び 企 業 版 ふ る さ と 納 税 制

度 に お い て 法 人 格 を 有 す る 団 体（ 以 下「 団 体 」と い う 。）を 指 定 し

て 寄 附 さ れ た 寄 附 金 を 財 源 と し 、当 該 団 体 が 公 益 活 動 を 行 う 場 合

に 瀬 戸 市 公 益 活 動 団 体 応 援 寄 附 金 制 度 に よ る 支 援 金（ 以 下「 支 援

金 」と い う 。）を 交 付 す る こ と に 関 し 、必 要 な 事 項 を 定 め る も の と

す る 。  

（ 定 義 ）  

第 ２ 条  こ の 要 綱 に お い て 、 公 益 活 動 と は 、 教 育 又 は 文 化 の 振 興 、

健 康 福 祉 の 増 進 、環 境 保 全 、防 災 等 営 利 を 目 的 と し な い 活 動 で あ

っ て 、 地 域 課 題 の 解 決 又 は 市 の 魅 力 向 上 に 資 す る 活 動 を い う 。  

（ 対 象 団 体 ）  

第 ３ 条  支 援 金 の 交 付 を 受 け る こ と が で き る 団 体（ 以 下「 対 象 団 体 」

と い う 。） は 、 次 に 掲 げ る 要 件 を 全 て 満 た す 公 益 活 動 を 行 う 団 体

で あ っ て 、 市 長 が 対 象 団 体 と し て 登 録 し た も の と す る 。  

⑴  市 内 に 事 業 所 を 有 し て い る こ と 。  

⑵  定 款 又 は こ れ に 準 ず る も の を 備 え て い る こ と 。  

⑶  役 員 会（ 理 事 会 、評 議 員 会 等 ）に よ り 団 体 内 で の 意 思 決 定 を

行 っ て い る こ と 。  

⑷  直 近 ３ 年 の 事 業 活 動 、 決 算 及 び 財 務 の 情 報 を 開 示 し て い る 、

又 は 開 示 で き る こ と 。  

⑸  団 体 の 設 立 、 運 営 等 に 関 連 す る 法 令 を 遵 守 し て い る こ と 。  



⑹  暴 力 団（ 瀬 戸 市 暴 力 団 排 除 条 例（ 平 成 ２ ３ 年 瀬 戸 市 条 例 第 １

２ 号 ）第 ２ 条 第 １ 号 に 規 定 す る 暴 力 団 を い う 。以 下 同 じ 。）で な

い こ と 。  

⑺  暴 力 団 又 は 暴 力 団 員（ 同 条 例 第 ２ 条 第 ２ 号 に 規 定 す る 暴 力 団

員 を い う 。 以 下 同 じ 。） と 密 接 な 関 係 を 有 し な い こ と 。  

⑻  暴 力 団 員 が 、 団 体 の 役 員 と な っ て い な い こ と 。  

⑼  市 税 を 滞 納 し て い な い こ と 。  

（ 対 象 事 業 ）  

第 ４ 条  支 援 金 の 交 付 の 対 象 と な る 事 業（ 以 下「 対 象 事 業 」と い う 。）

は 、対 象 団 体 が 市 内 に お い て 実 施 す る 公 益 活 動 で あ っ て 、市 の 会

計 年 度 内 に 完 了 す る も の と す る 。た だ し 、次 の 各 号 の い ず れ か に

該 当 す る 事 業 は 、 対 象 と し な い 。  

⑴  対 象 団 体 の 入 学 金 、授 業 料（ 教 材 費 等 を 含 む 。）、後 援 会 費 等

の 減 額 、 免 除 、 助 成 等 に 係 る 事 業  

⑵  特 定 の 個 人 又 は 団 体 の 利 益 を 追 求 す る た め の 事 業  

⑶  宗 教 活 動 又 は 政 治 活 動 を 目 的 と す る 事 業  

⑷  そ の 他 市 長 が 不 適 当 と 認 め る 事 業  

（ 対 象 経 費 ）  

第 ５ 条  支 援 金 の 交 付 の 対 象 と な る 経 費（ 以 下「 対 象 経 費 」と い う 。）

は 、対 象 事 業 の 実 施 に 要 す る 経 費（ 他 の 補 助 金 等 の 交 付 を 受 け て

い る 経 費 を 除 く 。） の う ち 、 市 長 が 認 め る 経 費 と す る 。  

（ 団 体 の 登 録 申 請 ）  

第 ６ 条  対 象 団 体 の 登 録 を 受 け よ う と す る 団 体 （ 以 下 「 申 請 団 体 」

と い う 。） は 、 瀬 戸 市 公 益 活 動 団 体 応 援 寄 附 金 制 度 に よ る 支 援 金

交 付 団 体 登 録 申 請 書（ 第 １ 号 様 式 。以 下「 登 録 申 請 書 」と い う 。）



に 関 係 書 類 を 添 え て 、 市 長 へ 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

（ 審 査 及 び 団 体 登 録 決 定 等 ）  

第 ７ 条  市 長 は 、登 録 申 請 書 の 提 出 が あ っ た 場 合 は 、そ の 内 容 を 審

査 し 、適 当 と 認 め た と き は 瀬 戸 市 公 益 活 動 団 体 応 援 寄 附 金 制 度 に

よ る 支 援 金 交 付 団 体 登 録 決 定 書（ 第 ２ 号 様 式 。以 下「 登 録 決 定 書 」

と い う 。） を 、 適 当 で な い と 認 め た と き は 瀬 戸 市 公 益 活 動 団 体 応

援 寄 附 金 制 度 に よ る 支 援 金 交 付 団 体 不 登 録 決 定 書 （ 第 ３ 号 様 式 ）

を 当 該 申 請 団 体 に 交 付 す る 。  

２  市 長 は 、登 録 決 定 書 を 交 付 す る 場 合 に お い て 、特 に 必 要 が あ る

と 認 め る と き は 、 条 件 を 付 す こ と が で き る 。  

３  登 録 決 定 書 の 交 付 を 受 け た 団 体（ 以 下「 登 録 団 体 」と い う 。）が

登 録 を 取 り 消 す 場 合 は 、速 や か に 瀬 戸 市 公 益 活 動 団 体 応 援 寄 附 金

制 度 に よ る 支 援 金 交 付 団 体 登 録 取 消 届（ 第 ４ 号 様 式 。以 下「 取 消

届 」 と い う 。） を 市 長 に 提 出 す る も の と す る 。  

４  市 長 は 、取 消 届 が 提 出 さ れ た 場 合 は 、直 ち に 同 登 録 団 体 の 登 録

を 取 り 消 す も の と す る 。  

５  市 長 は 、前 ２ 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、登 録 団 体 が 第 ３ 条 各 号 の

い ず れ か を 満 た さ な く な っ た 場 合 の ほ か 、登 録 団 体 と し て 適 当 で

な い と 認 め た 場 合 は 、 団 体 の 登 録 を 取 り 消 す こ と が で き る 。  

（ 支 援 金 の 額 等 ）  

第 ８ 条  支 援 金 の 額 は 、当 該 登 録 団 体 を 指 定 し て 寄 附 さ れ た 寄 附 金

（ 以 下「 応 援 寄 附 金 」と い う 。）の 額（ 市 長 が 定 め る 日 時 点 の 額 と

す る 。） に １ ０ ０ 分 の ８ ０ を 乗 じ て 得 た 額 （ そ の 額 に 千 円 未 満 の

端 数 が 生 じ た と き は 、こ れ を 切 り 捨 て た 額 ）を 限 度 と し て 交 付 す

る 。  



２  応 援 寄 附 金 の 額 か ら 前 項 の 規 定 に よ り 算 出 し た 支 援 金 の 額 を

減 じ て 得 た 額 の 使 途 に つ い て は 、 市 長 が 決 定 す る も の と す る 。  

３  市 長 は 、応 援 寄 附 金 の 額 及 び 支 援 金 の 額 に つ い て 、瀬 戸 市 公 益

活 動 団 体 応 援 寄 附 金 制 度 に よ る 応 援 寄 附 金 額 及 び 支 援 金 額 通 知

書（ 第 ５ 号 様 式 。以 下「 応 援 寄 附 金 額 及 び 支 援 金 額 通 知 書 」と い

う 。） に よ り 、 登 録 団 体 に 通 知 す る 。  

４  前 項 の 場 合 に お い て 、次 条 及 び 第 １ １ 条 の 規 定 に よ る 支 援 金 の

剰 余 金 が あ る と き 又 は 第 １ ４ 条 の 規 定 に よ り 返 還 さ れ た 支 援 金

が あ る と き は 、当 該 金 額 を 応 援 寄 附 金 額 及 び 支 援 金 額 通 知 書 に よ

り 通 知 す る 。  

５  前 各 項 に 定 め る も の の ほ か 、応 援 寄 附 金 及 び 支 援 金 の 額 の 確 定

の 基 準 日 そ の 他 必 要 な 事 項 は 、 市 長 が 別 に 定 め る 。  

（ 支 援 金 の 交 付 申 請 ）  

第 ９ 条  応 援 寄 附 金 額 及 び 支 援 金 額 通 知 書 を 受 け た 登 録 団 体 が 、支

援 金 を 受 け よ う と す る 場 合 は 、瀬 戸 市 公 益 活 動 団 体 応 援 寄 附 金 制

度 に よ る 支 援 金 交 付 申 請 書（ 第 ６ 号 様 式 。以 下「 交 付 申 請 書 」と

い う 。）に 、関 係 書 類 を 添 え て 、別 に 定 め る 日 ま で に 市 長 へ 提 出 し

な け れ ば な ら な い 。  

 （ 支 援 金 の 交 付 決 定 ）  

第 １ ０ 条  市 長 は 、交 付 申 請 書 の 提 出 が あ っ た 場 合 は 、そ の 内 容 を

審 査 し 、適 当 と 認 め た と き は 、瀬 戸 市 公 益 活 動 団 体 応 援 寄 附 金 制

度 に よ る 支 援 金 交 付 決 定 書（ 第 ７ 号 様 式 ）を 当 該 登 録 団 体 に 交 付

す る 。  

 （ 支 援 金 の 変 更 交 付 申 請 ）  

第 １ １ 条  前 条 の 規 定 に よ る 交 付 決 定 を 受 け た 登 録 団 体（ 以 下「 交



付 決 定 団 体 」と い う 。）は 、当 該 交 付 決 定 後 に 交 付 申 請 書 の 内 容 に

変 更 が 生 じ た 場 合 は 、瀬 戸 市 公 益 活 動 団 体 応 援 寄 附 金 制 度 に よ る

支 援 金 変 更 交 付 申 請 書（ 第 ８ 号 様 式 ）に 関 係 書 類 を 添 え て 、市 長

へ 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

２  前 項 の 場 合 に お い て 、市 長 は 、前 条 の 規 定 に 準 じ て 変 更 交 付 決

定 の 手 続 を 行 う も の と す る 。  

 （ 支 援 金 の 請 求 及 び 交 付 ）  

第 １ ２ 条  交 付 決 定 団 体（ 前 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ る 変 更 交 付 決 定 を

受 け た 登 録 団 体 を 含 む 。以 下 同 じ 。）は 、瀬 戸 市 公 益 活 動 団 体 応 援

寄 附 金 制 度 に よ る 支 援 金 交 付 請 求 書（ 第 ９ 号 様 式 ）に よ り 、市 長

に 支 援 金 を 請 求 す る も の と す る 。  

２  市 長 は 、前 項 の 規 定 に よ る 請 求 が あ っ た と き は 、交 付 決 定 団 体

に 支 援 金 を 交 付 す る も の と す る 。  

（ 実 績 報 告 ）  

第 １ ３ 条  交 付 決 定 団 体 は 、対 象 事 業 の 完 了 の 日 か ら 起 算 し て １ ５

日 以 内 の 日 又 は 支 援 金 の 交 付 を 受 け た 日 が 属 す る 会 計 年 度 の ３

月 ３ １ 日 か ら 起 算 し て １ ５ 日 以 内 の 日 の い ず れ か 早 い 日 ま で に 、

瀬 戸 市 公 益 活 動 団 体 応 援 寄 附 金 制 度 に よ る 支 援 金 実 績 報 告 書（ 第

１ ０ 号 様 式 。以 下「 実 績 報 告 書 」と い う 。）に 関 係 書 類 を 添 え て 、

市 長 へ 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

 （ 支 援 金 の 額 の 確 定 等 ）  

第 １ ４ 条  市 長 は 、実 績 報 告 書 の 提 出 が あ っ た 場 合 は 、そ の 内 容 を

審 査 し 、適 当 と 認 め た と き は 、支 援 金 の 額 を 確 定 し 、瀬 戸 市 公 益

活 動 団 体 応 援 寄 附 金 制 度 に よ る 支 援 金 確 定 通 知 書（ 第 １ １ 号 様 式 ）

に よ り 通 知 す る 。  



２  市 長 は 、前 項 の 規 定 に よ り 確 定 し た 支 援 金 の 額 が 第 １ ２ 条 第 ２

項 の 規 定 に よ り 交 付 し た 支 援 金 の 額 に 満 た な い 場 合 は 、当 該 支 援

金 の 交 付 を 受 け た 交 付 決 定 団 体 に 対 し 、そ の 差 額 に つ い て 、期 限

を 定 め て 返 還 を 命 じ る も の と す る 。  

（ 決 定 の 取 消 し 等 ）  

第 １ ５ 条  市 長 は 、虚 偽 そ の 他 不 正 な 手 段 に よ り 支 援 金 の 交 付 を 受

け た 者 に 対 し 、支 援 金 の 交 付 決 定 の 全 部 又 は 一 部 を 取 り 消 し 、既

に 交 付 し た 支 援 金 の 全 部 又 は 一 部 に つ い て 、期 限 を 定 め て 返 還 を

命 じ る も の と す る 。  

（ 報 告 及 び 立 入 調 査 ）  

第 １ ６ 条  市 長 は 、特 に 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、申 請 者 に 対 し 、

必 要 な 報 告 若 し く は 資 料 の 提 出 を 求 め 、又 は 市 職 員 に 立 入 調 査 を

さ せ る こ と が で き る 。  

（ 登 録 の 取 消 し 後 の 応 援 寄 附 金 等 ）  

第 １ ７ 条  第 ７ 条 第 ４ 項 及 び 第 ５ 項 の 規 定 に よ る 登 録 の 取 消 し が

あ っ た と き は 、当 該 応 援 寄 附 金 及 び 支 援 金 の 残 額 の 使 途 に つ い て

は 、 市 長 が 決 定 す る も の と す る 。  

２  第 １ ５ 条 の 規 定 に よ る 支 援 金 の 返 還 が あ っ た と き は 、当 該 返 還

さ れ た 支 援 金 の 使 途 に つ い て は 、 市 長 が 決 定 す る 。  

 （ 応 援 寄 附 金 及 び 支 援 金 の 管 理 ）  

第 １ ８ 条  市 長 は 、応 援 寄 附 金 及 び 支 援 金 に つ い て 、台 帳 等 に 記 載

す る こ と に よ り 適 正 に 管 理 し な け れ ば な ら な い 。  

 （ そ の 他 ）  

第 １ ９ 条  こ の 要 綱 に 定 め る も の の ほ か 、必 要 な 事 項 は 、市 長 が 別

に 定 め る 。  



附  則  

こ の 要 綱 は 、 令 和 ８ 年 ９ 月 ３ ０ 日 か ら 施 行 す る 。  


